
　平成 18年度に本市が実施した九州産廃（株）周辺
の河川等の水質検査結果を公表します。
　検査結果は表のとおりで、基準を上回る値は検出
されませんでした。
ダイオキシン類の測定結果
　平成 18年度に、本市が九州産廃（株）溶融キルン
式焼却炉の煙道の排ガスを採取した結果は次のとお
りです。

採　取　日
測定結果

市 会社
平成18年４月６日 0.00023 0.0028
平成18年10月26日 0.000070 0.00000060

※ 法基準値 5.0ng 以下、かつ、環境保全協定値 0.1ng
以下であること。
※ ng（ナノグラム）は 10億分の１グラムのことです。
問い合わせ先　環境課

九州産廃㈱周辺の
河川等の水質検査結果

　

城
野
氏
の
祖
先
は
、
菊
池
十
二

代
武
時
の
五
男
城
野
対
馬
守
武
茂

の
後こ

う

裔え
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。
静
軒

（
一
八
〇
〇
〜
一
八
七
三
）
は
、
細

川
越
中
守
内
諸
役
人
段
城
野
喜
平

と
宗
氏
の
娘
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
三

月
に
十
六
歳
で
家
督
を
相
続
、
弥
三

次
と
改
め
ま
し
た
。
城
野
氏
は
宗
氏

と
並
ぶ
隈
府
豪
商
で
、
静
軒
は
、
天

保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
「
古
手・

物
産
買
入
」
の
許
可
を
得
て
、
商
売

に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
城
野
静
軒
は
、
文
芸
で
は
、
最
初

渋
江
松
石
に
入
門
し
、
没
後
は
渋
江

龍り
ゅ
う

淵え
ん

・と
ん

灘だ
ん

、
桑く

わ
満み

つ
負ふ

郭か
く

に
会
読
・

詩
文
を
学
び
、文
政
十
（
一
八
二
七
）

年
頃
、
時
習
館
訓
導
の
河か
わ
部べ

仙せ
ん
吾ご

に

入
門
し
、
時
習
館
講
堂
に
も
出
席
、

後
に
留
守
居
・
中
小
姓
と
な
り
ま
す
。

武
芸
で
は
、
炮
術
・
剣
術
・
体
術
・

居
合
・
射
術
・
槍
術
な
ど
の
免
許
相

伝
や
皆
伝
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　
静
軒
は
、
特
に
筆
道
に
優
れ
、
そ

の
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

ぶ
り
に
つ
い
て
、『
城

野
静
軒
先
生
伝
』
に
は
、「
筆
道
ハ

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
七
歳

ノ
時
ヨ
リ
、
北き
た
島じ
ま
雪せ
つ
山ざ
ん
（
一
六
三
七

〜
一
六
九
八
）
ヲ
慕
ヒ
、
仝
七

（
一
八
一
〇
）
年
十
一
月
、
十
一

歳
ノ
時
、
葉は

室む
ろ

黄こ
う

華か

先
生
ニ
注
意

セ
ラ
レ
、
文ぶ
ん

徴ち
ょ
う

明め
い
（
一
四
七
〇
〜

一
五
五
九
、
明
の
書
家
）
ヲ
練
習
ス
。

文
化
十
二
年
、
尚
又
注
意
ヲ
受
ケ
、

文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
二
十
五
歳

ヨ
リ
子
昻
（
趙
子す

昻ご
う
、
一
二
五
四

〜
一
三
二
二
、
元
の
書
家
）
ヲ
習
ヒ
、

天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
三
十
一

歳
ノ
春
ヨ
リ
、
王お

う

羲ぎ

之し

（
三
二
一

〜
三
七
九
、
東
晋
の
書
家
）
ヲ
慕
ヒ
、

専
心
練
習
シ
テ
、
注
意
ヲ
貫
通
ス
ル

ヲ
得
。以
来
年
々
揮
毫
ニ
遑い
と
まア
ラ
ズ
」

（
ま
ま
、
年
と
歳
が
不
一
致
）
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
静
軒
の
「
論
語
」
の
書
は
、
親
友

の
横
井
小し
ょ
う

楠な
ん

を
通
し
、
越
前
藩
主

松
平
慶よ
し

永な
が
（
春
嶽
）
の
賞
讃
を
得
、

ま
た
肥
後
藩
の
軍
艦
「
龍
り
ゅ
う

驤じ
ょ
う

丸ま
る

」

の
揮き

毫ご
う

の
お
礼
に
、
細
川
護も

り
久ひ

さ
と
護も

り

美よ
し

か
ら
、
直
筆
の
額
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
墓
は
隈
府
の
西
照
寺
に
あ
り

ま
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤　
克
彦

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑪

　
「
お
か
し
い
！
」
僕
は
、
人
権

学
習
を
通
し
て
、
そ
う
思
い
ま
し

た
。
部
落
の
人
だ
か
ら
と
言
っ
て

差
別
を
し
た
り
、
水
俣
の
人
が
水

俣
病
と
呼
ば
れ
る
公
害
に
な
っ
て

い
る
の
が
自
分
た
ち
の
せ
い
だ
と

分
か
っ
て
い
る
の
に
水
銀
を
流
し

続
け
た
り
、
原
因
が
分
か
り
、
う

つ
ら
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
の
に

ず
っ
と
差
別
さ
れ
た
り
す
る
事
が
、

お
か
し
い
と
思
う
事
で
す
。

　

江
口
さ
ん
の
講
演
の
ビ
デ
オ
を

見
て
、「
人
の
値
打
ち
」
と
い
う

資
料
を
読
む
と
、「
人
の
値
打
ち
」

は
他
か
ら
見
る
と
着
物
や
肩
書
き
、

学
歴
や
生
ま
れ
た
所
と
い
っ
た
、

外
側
の
部
分
に
左
右
さ
れ
る
け
ど
、

本
当
の
人
の
値
打
ち
は
、
も
っ
と

違
う
所
―
つ
ま
り
内
面
的
な
部
分

―
に
あ
る
。
と
い
う
事
を
言
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

僕
も
、
肩
書
き
や
、
学
歴
も
大

事
だ
け
ど
、
も
っ
と
大
事
な
の
は
、

そ
の
人
の
思
い
や
り
や
考
え
方
な

ど
の
内
面
的
な
部
分
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
し
て
、
生
ま
れ
た
所
な
ん

て
い
う
の
は
、
全
く
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
関
係
が
な
い
と
思
い
ま
す
。 　

部
落
で
生
ま
れ
た
か
ら
パ
ー

テ
ィ
ー
に
呼
ば
れ
な
い
。
部
落
に

生
ま
れ
た
か
ら
仕
事
に
就
け
な
い
。

部
落
に
生
ま
れ
た
か
ら
結
婚
も
反

対
さ
れ
る
。
部
落
の
人
は
何
も
し

て
い
ま
せ
ん
。
部
落
の
人
だ
か
ら

み
ん
な
だ
め
だ
と
い
う
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
部
落
の
人
が

差
別
さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
昔

の
人
が
、
自
分
た
ち
の
勝
手
な
都

合
で
決
め
た
か
ら
で
す
。
今
は
、

も
う
な
く
な
っ
た
の
に
、
ま
だ
差

別
す
る
と
い
う
の
は
、
お
か
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

水
俣
病
は
、
チ
ッ
ソ
工
場
か
ら

流
れ
る
排
水
を
、
海
に
直
接
流
し

て
い
た
た
め
に
起
こ
っ
た
公
害
で

す
。
チ
ッ
ソ
工
場
の
人
は
、
そ
の

こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
排
水
を
流

し
続
け
ま
し
た
。

　

水
俣
病
に
な
っ
た
人
は
、
周
り

か
ら
奇
病
や
伝
染
病
な
ど
と
言
わ

れ
、
み
ん
な
か
ら
さ
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
原
因
が
分
か
っ
て

か
ら
も
、
み
ん
な
か
ら
忌
み
嫌
わ

れ
、
家
族
が
患
者
だ
と
い
う
事
も

言
え
ず
、
お
金
を
請
求
し
た
ら
お

金
が
ほ
し
い
か
ら
と
言
わ
れ
て
、

修
学
旅
行
な
ど
で
水
俣
か
ら
来
た

と
い
う
だ
け
で
、
嫌
な
顔
を
さ
れ

ま
す
。
今
で
も
後
遺
症
で
苦
し
ん

で
い
る
人
が
い
る
の
で
す
。
ど
う

し
て
分
か
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う

か
。
水
俣
病
の
患
者
や
そ
の
家
族

は
、
今
で
も
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。

や
っ
と
最
近
認
め
ら
れ
た
と
思
っ

た
ら
十
分
な
対
応
が
出
来
て
い
ま

せ
ん
。
も
う
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
公
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
こ

の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
後
世
に
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

部
落
差
別
も
水
俣
病
も
、
も
と

は
自
分
た
ち
の
身
勝
手
な
行
い
、

自
分
勝
手
で
人
の
事
を
考
え
な

か
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
事
な
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
、
部
落
差
別
が

続
い
て
い
っ
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
、

行
動
し
て
行
か
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
人
の
心
は
弱
い

の
で
す
。
だ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り

が
強
い
信
念
を
持
ち
、
自
分
が
差

別
さ
れ
た
ら
と
考
え
、
こ
の
世
の

中
か
ら
差
別
を
一
つ
で
も
多
く
な

く
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
す
。

　

僕
に
も
、
人
を
差
別
す
る
心
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
学
習
を

通
し
て
、
僕
も
自
分
を
見
つ
め
直

そ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
差

別
の
な
い
世
界
を
作
っ
て
行
き
た

い
で
す
。

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
学
習
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　

学
ん
だ
事

　
　
　

菊
池
南
中
２
年　

今
村
優
希 ㉕

城き

野の

静せ
い

軒け
ん（

弥や

三さ
ん

次じ

）

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税

局
で
は
、国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税

務
）
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験
に
合
格
し
採
用
さ
れ
る
と
、
全

員
が
税
務
大
学
校
に
入
校
し
、
１
年

間
、
税
務
職
員
と
し
て
必
要
な
専
門

知
識
を
修
得
す
る
た
め
の
研
修
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、

国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
募
集
要
項
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

申
込
書
の
受
付
期
間　

６
月
26
日

（
火
）
か
ら
７
月
３
日
（
火
）
ま
で
（
通

信
日
付
印
有
効
）

第
一
次
試
験　

９
月
９
日
（
日
）

申
込
用
紙　

人
事
院
九
州
事
務
局
、

熊
本
国
税
局
、
ま
た
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
備
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

•
人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

•
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

•
菊
池
税
務
署
総
務
課

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
今
年
も

高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

①
税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意
見

② 

税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
に
関

す
る
意
見
や
感
想

③ 

税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を
見
学

し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
体
験

や
印
象

④ 

税
に
か
か
わ
る
家
族
の
体
験
談
や

周
り
の
方
の
話
を
聞
い
て
、
自
分

が
考
え
た
こ
と

な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば

何
で
も
結
構
で
す
。

　

字
数
は
、
２
千
字
程
度
で
、
締
切

り
は
９
月
７
日
（
金
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

•
熊
本
国
税
局
国
税
広
報
広
聴
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

•
菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験　
　
　

受
験
者
募
集

城野静軒書上下（表紙と書風）

高
校
生
の
税　

作
文
募
集

※ 口座振替を利用している人
は、６月 25 日（月）に振
替を行いますので、残高の
確認をお願いします。

●住民税第1期

６月の「税」の
納期限
問い合わせ先　税務課

検　査　項　目 単位 水濁法排水基準 監視井戸
カドミウム ㎎／ℓ 0.1 0.001未満
全シアン ㎎／ℓ 1 検出されない
鉛 ㎎／ℓ 0.1 0.005未満
六価クロム ㎎／ℓ 0.5 0.005未満
砒素 ㎎／ℓ 0.1 0.001未満
総水銀 ㎎／ℓ 0.005 0.0005未満
アルキル水銀 ㎎／ℓ 検出されないこと 検出されない
ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル） ㎎／ℓ 0.003 検出されない
トリクロロエチレン ㎎／ℓ 0.3 0.002未満
テトラクロロエチレン ㎎／ℓ 0.1 0.0005未満
ジクロロメタン ㎎／ℓ 0.2 0.002未満
四塩化炭素 ㎎／ℓ 0.02 0.0002未満
１,２－ジクロロエタン ㎎／ℓ 0.04 0.0004未満
１,１－ジクロロエチレン ㎎／ℓ 0.2 0.002未満
シス－１,２－ジクロロエチレン ㎎／ℓ 0.4 0.004未満
１,１,１－トリクロロエタン ㎎／ℓ 3 0.0005未満
１,１,２－トリクロロエタン ㎎／ℓ 0.06 0.0006未満
１,３－ジクロロプロペン ㎎／ℓ 0.02 0.0002未満
チウラム ㎎／ℓ 0.06 0.0006未満
シマジン ㎎／ℓ 0.03 0.0003未満
チオベンカルブ ㎎／ℓ 0.2 0.002未満
ベンゼン ㎎／ℓ 0.1 0.001未満
セレン ㎎／ℓ 0.1 0.001未満
※監視井戸の項目は、監視委員会で定められた検査項目です。

検　査　項　目 単位 水濁法排水基準
（㎎／ℓ） 立門川上流 産廃沈殿

施設下流
菊池川
合流地点

立門川
湧水地

立門簡易
水道水源地

水素イオン濃度（pH） － 5.8～ 8.6 7.2（18.3℃）7.0（18.0℃）7.8（19.2℃）6.5（18.7℃）7.2（19.1℃）
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） ㎎／ℓ 160 1.0未満 2.1 1.0未満 1.0未満 1.0未満
浮遊物質量（ＳＳ） ㎎／ℓ 200 1.4 1.0未満 1.0未満 3 1.0未満
ノルマルヘキサン抽出物含有量（鉱油類） ㎎／ℓ 5 2.5未満 2.5未満 2.5未満 2.5未満 2.5未満
ノルマルヘキサン抽出物含有量（動植物油脂類） ㎎／ℓ 30 2.5未満 2.5未満 2.5未満 2.5未満 2.5未満
フェノール類 ㎎／ℓ 5 0.025未満 0.025未満 0.025未満 0.025未満 0.025未満
銅 ㎎／ℓ 3 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満
亜鉛 ㎎／ℓ 5 0.01未満 0.01 0.01未満 0.01未満 0.01未満
溶解性鉄 ㎎／ℓ 10 0.01未満 0.02 0.01未満 0.01未満 0.01未満
溶解性マンガン ㎎／ℓ 10 0.01未満 3.3 0.01未満 0.01未満 0.01未満
クロム ㎎／ℓ 2 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満
フッ素 ㎎／ℓ 8 0.1未満 0.1 0.1未満 0.1未満 0.1未満
大腸菌群数 mpn/100㎖ 3000 2未満 20.0 2未満 2未満 2未満
全窒素（T-N） ㎎／ℓ 120 0.6 15.0 0.1未満 1.7 0.5
全燐（T-P） ㎎／ℓ 16 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111


